
今回お招きしたのは、この春に一般社団法人 日本プレハブ駐車場工業会の新理事長に就任された飯島登美夫氏である。
工業会全体の実績では、平成19年に約400件、220万㎡近くあった実績が、平成21年には面積・件数共に半減という逆
風が吹く中での登板となった。この苦境をどう打開し、跳ね返していくのか。業界がその手腕を注視する中、飯島氏が
用意している新たな一手を問う。（7月22日収録）

ゲ トス

飯島登美夫 「一般社団法人 日本プレハブ駐車場工業会 理事長」「株式会社内藤ハウス 専務取締役 東京支店長」

会員企業の元請率の向上を牽引して
プレハブ駐車場の存在感拡大を担う
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パーキング業界の明日 ⓰
『自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス』誌発行人・森井 博が聞く特集
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去る5月24日、定期社員総会で理事
長に選出された直後の懇親会で就任
挨拶を行う飯島氏

森井 まずは日本プレハブ駐車場工
業会の理事長就任、おめでとうござ
います。
飯島 ありがとうございます。我々の
スタート当時は駐車場といえば、鋼
板製の駐車場で1層2段の載地式が
主流でした。その後、国土交通省と
のリレーションを深めてこの工業会
を作りまして、少しずつ大きな規模
の駐車場施工に対応できるようにな
りました。ここ5年間ぐらいは、一
般の在来型駐車場を凌駕するまでに
なって参りました。
森井 そもそも、プレハブという言葉
がもはや似つかわしくない出来栄え
になっています。
飯島 そうした現状を踏まえて工業
会の中でも、果たして“プレハブ”と
いうネーミングを、このまま継続す
るべきなのか、見直すべきではない
かと審議しているところなのです。
一部ではプレハブの機能性、利点が
認知されてきたので、このあたりで
ガラッと新しい名前に変えるのは、
どうかという声もありまして。
森井 私が理事長を務めているNPO
法人でも同じ論議があり、変更した
ことがありました。当初「日本コイ
ンパーキングビジネス協会」だった
んですが、数年前に「日本パーキン
グビジネス協会」と名前を変えたん
です。一般通称は「コインパーキン
グ」ですが、協会の名前だけは変え
たいと。
飯島 なるほど。それも参考にさせ
ていただきます。
森井 最近はどんな案件が多いんで

すか。
飯島 マンションや病院、大型の
ショッピングセンター附帯の駐車場
等についていくつかの発注をいただ
いてきました。私どもの内藤ハウス
では、ちょうど一昨年、那覇空港附
帯の約2000台の駐車場の施工をさ
せていただきました。
森井 それは大きな案件でしたね。
飯島 はい、ありがとうございます。
全体の案件の数は減っているもの
の、しかし、その中のプレハブのシェ
アは少しずつ伸びてきたわけです。
ただ、ここ三年くらいは景気の下降
もありまして、平成19年から21年
にかけてはプレハブ駐車場の受注件
数、面積共に半減したという現実も
あります。考え方を少し修正して動
かなければいけないと強く感じてい
ます。
森井 動くといいますと具体的には
どのようなことでしょうか？
飯島 やはり業界全体が、切磋琢磨す
ること。そして、もう一度お客さん
の目線に立ち、営業的な面、技術的
な部分も含めて、今いろんな部会を
少しずつ動かしながら、少ないニー
ズをより引き出そうという形で動い
ています。

森井 他の団体では、会員さんの数
が減っていたりする場合もあります
が、その辺はいかがですか。
飯島 少し減ってきているのは事実
ですね。
森井 そうですか。
飯島 大企業であったり、鉄骨加工
メーカーからスタートした会社もあ
り、多種多様な会員さんにより構成
されています。現在メーカーとし
ては17社なので、われわれとして
はもっと増やしたいと思っています
が、なかなか思うようにはいかない
ですね。
森井 逆に言うと、それぐらいのメン
バーで落ち着いた協会の運営ができ
れば、むしろそのほうが、まとまり
があっていいのかもしれません。
飯島 今後の事業計画ですが、工業
会としては、電気自動車対応を推進
していこうと考えています。従来は
技術先行型のところもあったのです
が、先ほど申し上げたように、これ
からは、お客さんの目線に立ってと
いうことです。各社の営業マンが集
まり、お客さんの声を吸い上げて専

もはや“プレハブ”ではない？
名称変更も含めた審議を開始

技術先行の考え方から
お客様目線の重視路線へ
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電気自動車対応はプレハブ駐車場の今後にとって重要な課題のひとつに

内藤ハウスが元請として静岡県立がんセンターから受注、病院建物との調和を目指して
配置・計画した自走式3 層4 段駐車場

門部会にフィードバックしてどうい
う機能を設置すべきなのかを検討
する。そうしたアクションを先日ス
タートしたところです。
森井 営業マンが積極的にお客さん
の所へヒアリングに出かけて、ニー
ズを拾い上げてくるのですね。
飯島 その営業マンが集まった部会
でいろいろ討議をする。ここまでの
機能にはどういうものが必要か。急
速充電が必要なのか、普通充電でい
いのか。料金の課金はどうするのか。
そうやって電気自動車を改めて検証
してみますと、我々自身に乗車、充
電の経験が少ないことも分かったの
で（笑）、営業マンたちでレンタカー
を借りて勉強会を実施しました。
森井 かつて技術先行だったという
のは、具体的にどのような流れでモ
ノづくりが進んでいたのですか？
飯島 例えば、国土交通省等のご指導
を頂きながら行っている防災実験に
基づいたフローです。実際に駐車場
の現物模型を作り、その上で車を燃
やして、防災上どういう影響が出る
のか。そうしたデータに基づいて、
いろんな基準、緩和事項などを組み
立ててきた経緯がありました。お客

様の声ではなく、まず実験結果に基
づいて研究開発を行い、そこから型
式認定、個別認定を取得するという
流れです。
森井 確かにそれは技術先行の考え
方ですね。
飯島 しかしこれからの時代は、プレ
ハブ自走式駐車場自体がどういう用
途を備えてマーケットを拡大してい
かなければならないのかを考えなけ
ればならない。そこでお客様目線の
営業が先行する今のやり方に変えて
いこうというわけです。
森井 まさにそれはあらゆる商売の
原点です。お客様の要望を取り入れ、
それにあわせて技術が開発してい
く、本来の姿です。

飯島 もう一つ大切なのは“緑化”の
ような、地球環境への配慮ですね。
時代背景もあり、プレハブの自走式
駐車場の用途が広がってきました。
例えば病院や商業施設の場合は、
ファサード自体を本体の建物と調和
させることが重視される傾向が強く
なっています。これまではやはり、
耐久性を優先して鉄骨に溶融亜鉛
メッキを施すことも多かったんです
が、それでは無味乾燥な建物になっ
てしまう。そこで緑をどこかに配置
できないかと考え、壁面緑化や屋上
緑化を進めています。
森井 その辺は非常に大事だと思い
ます。実は私は二カ月前にケガをし
て一週間ほど入院しておりまして。
病室から外を眺めますと、周りは割
合緑が豊富なんですが、駐車場だけ
はちょっと殺風景で（笑）。やっぱ
り本体の建物と調和させたほうがい
いですね。特に病院の施設そのもの
が、最近は非常にカラフルで綺麗に
なってきました。昔は医療ができれ
ばいい、という感じでしたが。
飯島 ええ、変わってきました。

今後の方向性を象徴する
静岡県立がんセンターの施工
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対談は内藤ハウス東京支店で行われた

PFIで携わった東京・稲城市立病院の自走式4層5段駐車場。こちらも緑化や周囲の環境との調和を目指した

森井 私は40年ぐらい駐車場に関
わっているんですが、昔から「駐
車場は綺麗でなきゃいけない」と、
言ってきました。「美しいこと」「快
適なこと」「機能的であること」、こ
の三つを、駐車場にずっと求めてい
ましてね。特に「美しい」ことは最
重視しています。だんだんプレハブ
駐車場も、その方向へ向かってきま
したね。
飯島 そうですね。緑化といえば、二
年ほど前の案件を思い出しました。
これは内藤ハウスとしての仕事です
が、静岡県立がんセンターで自走式
3層4段駐車場を元請けで施工いた
しました。選定を受ける前の段階で、
病院長からのお話をうかがいまし
た。病院には長期に亘る入院患者さ
んもいらっしゃいます。だから病院
全体をいろんな面で気持ちを安らか
に、精神的な部分で患者さんに和み
や安心感を与える場所にしたい。そ
ういう方針で病院を作ってきたので
駐車場も使い勝手も含め、緑化や意
匠的なものを非常に考慮しているん
だというお話を承りました。

森井 なるほど。
飯島 また、PFIとして携わった東
京の稲城市立病院の自走式4層5段
駐車場は昨年三月に竣工したのです
が、こちらの病室全体も、昔と違っ
て大部屋にいるという感覚ではな
くて、病室の構成自体が個室で入っ
ているような配慮がされていまして
ね。やはり静岡の案件同様に、緑化
などの配慮をした自走式駐車場を施

工いたしました。
森井 稲城は多摩のほうですね。
飯島 そうですね、緑が多いところで
す。駐車場もそれにマッチするよう
に、屋上緑化をして調和をはかった
わけです。
森井 静岡の県立がんセンターも非
常に有名な病院ですよね。そこの駐
車場を元請で施工されたのは素晴ら
しい。
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山梨県内の大規模商業施設の自走式4層5段駐車場。商業施設の大規模化に伴い、駐車場も大き
な規模が求められている

飯島 ありがとうございます。今後の
日本プレハブ駐車場工業会の方針の
中で、もう一度改めて元請率を高め
ていこうという項目を加えました。
森井 どんどん実現していっていた
だきたい。元請けにならないと、や
はりいい仕事ができませんからね。
飯島 そうですね。そういう意味で
は先ほどの静岡県立がんセンターは
元請けということで選定を受けて、
施工させていただいたのは、今後、
我々が目指す方向性を象徴する案件
になったと思います。
森井 非常にそれは画期的でしたね。
元請けになると、何しろお金が違い
ますから（笑）。いや、でもこれは非常
に大切なことです。ゼネコンの下請
けになると安ければいいとなって、
一台あたり、㎡あたりいくらとかと
いう話になってしまう。そうすると
デザインや設備とかが安いものにな
り、“綺 麗”“快 適”“機 能 的”と い
うところが削られてしまいます。
飯島 我々が元請けできた理由は、発
注者方のご理解が大きいと思います。
本体の病院とその駐車場の発注時期

がずれていたことや、設計事務所の
ご理解もあって、駐車場だけだから
メーカーでできるのではないかと考
えていただいた。コストだけでなく提
案も含めて検討していただき、御眼
鏡にかなったという結果なんです。
森井 ゼネコンに伍して元請けでやれ
るのは、企画力・設計力・施工力と
工事全体の取りまとめまでの力を認
められたということではないでしょ
うか。
飯島 恐れ入ります。これから問われ
るのは提案力ではないかと私は思っ
ています。もっともっと研ぎ澄まし
ていかなければと決意しています。

森井 PFI事業は駐車場ではかなり多
いのですか。
飯島 件数的には、一年に一件あるか
どうかという具合です。やはり駐車
場単独でというケースは非常に少な
いですね。これまでに何回かコンペ
には参加させていただいて、まだ敗
戦のほうが多いんですけども（笑）。
森井 PFIはイギリスのサッチャー政
権時代に流行りだしたんでしたね。
国にお金がないので、民間のお金を
使って運営もやってくれと。一時期

非常にもてはやされたけども実績は
少ないようですね。
飯島 そうですね。
森井 ところで最近は、自走式の6層
7段が注目を集めているとうかがっ
ていますが。
飯島 ここ数年、商業施設の大規模化
に伴い、駐車場も規模の大きな本体
建物に対応することが求められてい
ます。5層6段までは一般認定とし
てありますが、ニーズがあるという
ことで、6層7段という個別認定が
ひとつの流れで動いています。
森井 商業施設が大規模化して、それ
に伴って駐車場も大規模化せざるを
得ない。そのニーズだと思いますね。
ただし、その一方で今度は国土交通
省が掲げるコンパクトシティの流れ
で、駅の周辺や市街地に商業施設が
戻ってくる動きもあるので、それに
向いた駐車場が必要になってくるか
もしれません。
飯島 駅周辺は、どうしても広い土地
の活用ができません。まとまった台
数を停めるとなると、上に伸ばすこ
とを求められますから、そういう意
味では、6層7段はコンパクトシティ
化に対するひとつの解答になるかも
しれません。
森井 コンパクトシティだから、必ず
しも駐車場が小さくなる、というわ

国土交通省が掲げる
コンパクトシティ化が追い風に
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神奈川県川崎市内の分譲マンション用の自走式3 層4 段駐車場。植栽を加えて快
適な住環境の維持に配慮

こちらは東京都八王子市内の分譲マンション用自走式3 層4 段駐車場。壁を鮮や
かな緑が覆う

飯島 今後我々が掲げる目標のひと
つとしては、先ほども申し上げまし
たが、やはり元請けの比率を広げて
いくことが挙げられます。元請けで
きる力を、各個人の会員企業、ひい
ては工業会全体として持ち寄ってい
くため、これからお客様に働きかけ
をしていきたいと考えています。そ
こで、その一環として、先日公共発
注に携わられた方に相談にいった
わけです。すると他にも似たような
業界団体からの働きかけがあるよう
で、皆さん地道に努力されているこ
とを改めて実感しました。分離発注
はどんなメリットがあるのかなど、
やはり時間をかけて丹念に動いて
いくことが大切であると再認識し
ました。
森井 ゼネコンが差配を振るう日本
の建築業界の慣習は、国際的な観点
からすると少し特殊なんですよね。
例えばアメリカ、韓国、ヨーロッパ
などはコンサルが付いていて、業者
に分離発注する形でゼネコンを通し
ません。ですから、コンサルがもの
すごくしっかりしています。

飯島 コンサルといえば、以前、私ど
もがJRさんの駅の仕事を受注した
ときは、ＣＭ（コンストラクション・
マネジメント）、つまりコンサルが
入って、お金の面と提案の面を、両
建てで審査・選定する、コストオン
方式でやっていただきました。これ
もひとつの新しい形ですよね。
森井 おお、そうですか。それは非常
に良い兆候ではないでしょうか。今
後、日本でもその方式を少しずつ増
やしていくべきだと私は思っていま
す。今日はお忙しい中、お時間をい
ただき、どうもありがとうございま
した。

けでもないんですよね。ひとつひと
つのビルの中にコンパクトに駐車場
を求めるのではなくて、一カ所に集
約しようと。こうなると必ずしも小
さくならないわけです。そこにプレ
ハブ駐車場の出番が出てくると私は
思う。ですから、国土交通省が推進
するコンパクトシティ化は、プレハ
ブ駐車場の業界には追い風になるん
じゃないかと思いますね。
飯島 附置義務駐車場は、実際にはす
べて稼動しているとはいえないケー
スもあるようです。某エリア内にあ
る附置義務駐車場を集めると約500
台あったのですが、稼動率は50％以
下だったそうで（笑）。他の場所でも
似たようなケースが散見されます。
森井 なるほど。そうした現実をふま
えると附置義務制度は数を減らすな
ど改定する必要がありますね。仮に
制度の見直しがあれば、先ほどのコ
ンパクトシティの概念に沿う形で、
街の一ヵ所に駐車場を集約しようと
する流れになってくるかもしれませ
ん。そうなれば、建築コストの面も
含めてプレハブ駐車場の存在感が増
してきます。まさに出番ですよ。今
後期待のできるフィールドだと思い
ます。

日本の建築業界の慣習に挑戦
元請け率向上を目指す


